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ひ
だ
ま
り
コ
ン
サ
ー
ト
♬  

社
会
福
祉
法
人
ひ
だ
ま
り
福
祉
会
の
主

催
に
よ
り
、
初
の
試
み
と
な
る
「
ひ
だ
ま
り

福
祉
会
お
楽
し
み
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
8

月

2

日
(土)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
演
は
香
川
県
高
齢
者
支
援
協
会
自
転

車
委
員
会
の
森
澤
良
一
さ
ん(

4

頁
参

照)

が
主
宰
す
る
十
河
軽
音
楽
ク
ラ
ブ
。

「
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
」
「
昴
」
と
い
っ
た
ヒ
ッ
ト

曲
に
加
え
、
「
北
国
の
春
」
や
「
北
酒
場
」
な

ど
の
演
歌
メ
ド
レ
ー
、
さ
ら
に
は
石
原
裕
次

郎
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
繰
り
広
げ
、
タ
ン
バ
リ
ン

や
マ
ラ
カ
ス
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
体
を
揺

ら
し
て
生
の
音
楽
を
堪
能
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

ま
た
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
都
は
る
み
さ
ん
の

「
好
き
に
な
っ
た
人
」
を
披
露
。
１
番
は
ボ
ー

カ
ル
が
唄
い
、
２
番
と
３
番
は
利
用
者
が
マ
イ

ク
で
熱
唱
す
る
な
ど
、
カ
ラ
オ
ケ
と
は
違
う

生
演
奏
の
迫
力
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。 
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(組織状況)●組合員数 2,636 名 ●出資金額 17,754,000 円(2025 年 7 月末現在) 



 

2 

 

香
川
ひ
だ
ま
り 

7

月
26

日
の
川
東
花
火
２
０
２
５
に

向
け
て
、
香
川
ひ
だ
ま
り
で
は
天
井
飾
り
を

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
作
成
し
ま
し
た
。 

           

金
魚
す
く
い
と
の
こ
と
で
、
青
い
平
巻
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
水
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
金
魚
を
一
枚
ず
つ
切
っ
て
作
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
器
用
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
貼
っ
た

り
割
い
た
り
し
な
が
ら
、
豪
華
な
飾
り
が
出

来
上
が
り
ま
し
た(

８
頁
参
照)

。 

 

完
成
し
た
作
品
は
、
お
祭
り
当
日
ま
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
て
展
示
し
、
天
井
飾
り
を
見

て
「
綺
麗
に
出
来
て
る
ね
」
と
か
「
涼
し
く

感
じ
る
な
ぁ
」
と
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け

て
い
ま
し
た
。 

       
ひ
だ
ま
り
川
島 

6

月
17

日
、
当
施
設
で
最
高
齢
の
ご

利
用
者
様
（
98

歳
）
の
お
誕
生
日
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

職
員
手
作
り
の
「
プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
」

で
お
祝
い
を
し
、
「
こ
れ
は
ど
こ
で
買
う
て
き

た
ん
な
」
「
こ
れ
は
お
い
し
い
」
「
ま
た
頼
む

で
」
と
、
満
面
の
笑
顔
で
召
し
上
が
る
姿
が

印
象
的
で
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。 

     

ま
た
、
6

月
27

日
に
は
庭
先
農
園
で

育
て
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
祭
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

七
輪
で
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
皆
様
に
ご
提
供
。 

          

「
た
れ
の
焦
げ
る
え
え
匂
い
や
」
「
言
葉

に
な
ら
ん
う
ま
さ
や
な
」
と
の
お
声
も
い
た

だ
き
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
引
き
続
き
栽
培
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。 

7

月
7

日
の
七
夕
に
は
、
ご
利
用
者

様
そ
れ
ぞ
れ
が
短
冊
に
願
い
事
を
記
さ
れ

ま
し
た
。
「
い
つ
ま
で
も
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
」

「
ひ
だ
ま
り
で
ず
っ
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
」

な
ど
、
当
施
設
を
“
つ
い
の
住
処
”
と
し
て
信

頼
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
言
葉
に
、
職
員
一
同
、

深
く
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
ご
利
用
者
様
の
毎
日
が
豊
か
で

穏
や
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
心
を
込
め
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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☆ 青春の「ひとこま」の思い出曲をみんなで声をそろえて唄おう！ 

  なつかしの歌謡曲・フォ－クソング・ロシア民謡・叙情歌・童謡・唱歌 

☆ ピアノ伴奏で声出し、体動かし・・・心も体も若返りましょう♪♪ 

    ☆ 楽しいひとときを 「なかま」 と一緒に「うたごえ」 の輪をひろげよう！ 

  ☆ お友達、お知り合いお誘い合わせ・・・ご夫婦、おひとりさま大歓迎 

 

体 験 参 加 大 歓 迎  宇多津町保健センタ－ 四階 会議室 

 

開催日 

１０月 ９日(第二木曜日) １０月２３日(第四木曜日) 

１１月  ６日(第一木曜日) １１月２７日(第四木曜日) 

１２月２５日(第四木曜日) 12 月 11 日(木)は親睦会につき下記へ 

 

時 間 午後  1  時  ３  ０  分  ～  午後  ３  時  ３  ０  分 

 

イベント 
歌声「さつき」発表会 11月 9日(日)  ユ－プラザうたづ 

歌声「さつき」親睦会 12月 11日(木)  アネシス瀬戸大橋 

会  費     ワンコイン (１回 ５００円)  

入 会 金     １ , ０ ０ ０ 円(年・月会費不要) 

主  催     歌 声  「 さ つ き 」 

                高齢者生活協同組合 西讃地域センタ－ 

指  導     由 佐 洋 子    先 生 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

みんなで楽しく歌おう 

体験参加を希望する方は開催日に会場へお越しいただくか 

歌声「さつき」の奥山迄連絡ください。 

携帯電話    0 9 0 - 2 8 2 5 - 8 8 4 9 

んみ 楽な ♪し くで

の
歌 ア   　  歌　 声

ロフ さ つ き
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ひだまりのWa !!
  

 

趣味のトランペットでバンド活動 森澤 良一さん(支援協会 自転車委員会班長) 

高松丸亀町商店街では通行人の安全確保のため自転車に乗ることを禁じられているが、支援協会ではこれを推

進するため自転車委員会を組織し、降車や押して利用することを 7名のメンバーが交替で呼び掛けている。 

担当して今年で 8 年目。「当初はなかなか理解してもらえず、暴言を吐かれたり無視されたりと辛いことも多かっ

た」と吐露するが、地道な啓蒙活動により今では慣習としてすっかり根付き、「巡回中に私たちの姿を見たらサッと自

転車から降りる方も増えるなど、存在自体がひとつの抑止力になっていることが嬉しい」と誇らしげに胸を張る。 

商店街振興組合の魅力的なまちづくりで来訪者は高止まり。「通行される方が、安心してお買い物できるよう地道

に活動するだけ」と控えめながら、一方では「素晴らしいまちづくりの一つの役目を担っているという誇りと自覚を持っ

て励みたい」と前向き。再び外国人観光客も増加するなか、歩行者の安全担保という面からも存在意義は大きい。 

現役時代は高松中央卸売市場で青果卸会社のセリ人として活躍。特に果物のキャリアが長く、NHK が企画する

番組の果物紹介のコーナーにも月 1 回、都合 4 年間にわたって出演。自らがチョイスした旬の定番から珍しい果実

などをスタジオに持ち込み、アナウンサーとの掛け合いで、例えばおいしいスイカの見分け方や、種とぶつからない柿

の切り方などをプロの視点でアドバイスする番組といい、氏の軽妙な語り口からして好評だったに違いない。 

そんな充実したサラリーマン生活を経て、一区切りついた 60 歳でバンド「十河軽音楽クラブ」を結成。自らは「中

学一年で出会い、虜になった」というトランペットを担当する。「迫力というか、存在感というか、あまりに衝撃的でした。

当時、ほかの生徒たちが校歌の歌唱を練習するため、先生の依頼で全校生徒の前で演奏させられた」という得難い

経験も、65年にわたって奏者を続ける淵源となっているのではなかろうか。 

2 人だったバンドメンバーは、アルトサキソフォンやテナーサキソフォン、エアロフォン、ピアノ、ボーカルなどを加えい

つしか 8 人に。定期コンサートのほか、地域のまつりなどの交流イベント、また福祉施設等の慰問などで発表の場を

広げ、演歌やポップスを中心に、多くの聴衆の心に響くステージづくりに腐心している。(1頁に関連記事) 

趣味は旅行。特に東北、北海道の魅力に惚れ込んでおり、敢えて飛行機は避け、できるだけ鉄道でその土地の駅

弁とビールを堪能しながらの旅が「ささやかな自分へのご褒美」とニッコリ。高松市在住。当年とって 77歳。 

 

警備していただける人（未経験者大歓迎）を募集  

急 募 
未経験者でも大丈夫です 丁寧にご指導いたします。 

皆さん！ すぐに、活躍できますよ 初任者研修後 

制服貸与 勤務地、勤務日は、相談可 兼業もOK！ 

いつでも、お気軽にご連絡ください。 
 

警備事業責任者 川西 080-2851-4338 又は、本部 087-899-6311 まで 

＊組合員の皆さまも、ぜひともお近くのお知り合いの方をご紹介下さい 

 



 

5 

 

甦れ青春!

理事長杯争奪 高齢協ボウリング大会のご案内 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県高齢協組合員の健康増進と親睦を目的に、下記の要領でボウリング大会を

実施することとなり、参加者を募集しています。 

組合員であれば誰でも参加可能であり、多数のご参加をお待ちしています。 

なお参加希望者が多数の場合は、先着順となりますのでご注意ください。 

記 

日   時  10月 14日(火) 13時 30分開始【15分前にはお集まり下さい】 

会   場  マルナカパワーシティ屋島店 3階 ＭＧボウル 

参 加 費  1,000円(ゲーム代含む)  

競技方法  3ゲームアメリカン方式で実施  

⇒男性はハンディ無、女性は 1ゲーム 20ピン 合計 60ピン提供 

表   彰  賞品は上位だけでなく、飛び賞などたくさん用意しています!! 

～申込期限は 10月 11日(土)で締め切りと致します～ 

お申し込みは     087-899-6311(高齢協本部)または     090-4501-3423(木村/LINE 可)、

     090-7149-8520(寺田/ショートメール可)まで。フルネームと携帯番号をお伝え下さい。 
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ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
出
場
者
募
集 

 

来
る
10

月
14

日
(火)

13

時
30

分
よ
り

恒
例
の
「
理
事
長
杯
争
奪 

高
齢
協
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

多
く
の
組
合
員
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。 

 
 

会
場
は
M

G

ボ
ウ
ル(

マ
ル
ナ
カ
パ
ワ
ー

シ
テ
ィ
屋
島
店
3

階)

。
参
加
費
は
千
円
。

3

ゲ
ー
ム
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
で
実
施
さ
れ
、

男
性
は
ハ
ン
デ
ィ
な
し
、
女
性
は
1

ゲ
ー
ム

20

ピ
ン
の
計
60

ピ
ン
が
提
供
さ
れ
ま
す
。 

            

 

香
川
県
高
齢
協
組
合
員
の
健
康
増
進
と

親
睦
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
同
好
会
が
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
。
上

位
だ
け
で
な
く
、
飛
び
賞
な
ど
た
く
さ
ん
の

賞
品
を
用
意
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

 

準
備
の
都
合
上
10

月
11

日
(土)

が
申
込

期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
希
望
者

が
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
は
     
〇
八
七-

八
九
九-

六
三

一
一(

本
部)

、
〇
九
〇‐

四
五
〇
一‐

三
四
二

三(

木
村)

、
〇
九
〇‐

七
一
四
九‐

八
五
二
〇

(
寺
田)

ま
で
。
※
写
真
は
昨
年
の
大
会
で
す
。 

 
理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

 

２
０
２
５
年 

第
2
回
理
事
会 

8
月
26

(火)
開
催 

 

本
部
会
議
室 

14
名
出
席 

 

《
審
議
事
項
》 

●
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
参
加
時
の
交
通
費

支
給
に
つ
い
て
の
課
題
に
対
し
協
議
し
、
そ

の
意
義
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。 

《
報
告
事
項
》 

●
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
監
査
で
指
摘
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
、
改
善
報
告
書
を
高
松
市

に
提
出
し
て
お
り
改
善
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た 

●
「
ひ
だ
ま
り
川
島
」
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い

て
終
息
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
た 

●
生
き
が
い
事
業
部
よ
り
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ

ツ
の
現
況
報
告
、
グ
ル
メ
と
散
策
を
楽
し
む

会
の
高
松
ま
つ
り
「
海
上
観
覧
ツ
ア
ー
」
参

加
者
の
感
想
及
び
各
同
好
会
の
活
動
報
告

が
さ
れ
た
。 

●
6

月
度
（
単
月
・
累
計
）
損
益
状
況
に
つ

い
て
の
確
認
を
行
っ
た 
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「
さ
ぬ
き
高
松
ま
つ
り
」

花
火
大
会
の
海
上
観
覧
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
！ 

 

グ
ル
メ
と
散
策
を
楽
し
む
会 

 
  

  
  

  
 

今
年
も
、
県
都
の
真
夏
の
祭
典
「
第
58

回
さ
ぬ
き
高
松
ま
つ
り
」
が
8

月
12

日
か

ら
3

日
間
開
か
れ
ま
し
た
。 

         

花
火
大
会
は
、
13

日
夜
に
サ
ン
ポ
ー
ト

周
辺
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
グ

ル
メ
と
散
策
を
楽
し
む
会
」
が
海
上
観
覧
ツ

ア
ー
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
西
讃
地
域
お
よ

び
高
松
地
区
か
ら
50

名
余
り
も
の
大
勢
の

組
合
員
の
家
族
ぐ
る
み
で
の
参
加
申
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
の
花
火
大
会
は
、
30

分
間
で
6

千
発
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
昨
年
よ
り
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
高
松
の
夏
の
夜
空
を
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。 

         

花
火
は
7

部
構
成
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

雷
鳴
花
火
か
ら
始
ま
り
、
う
ど
ん
に
見
立
て

た
花
火
の
乱
れ
咲
き
で
「
楽
し
む
会
」
の

面
々
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
次
々
と
星
や
ハ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
花
火
が
夜
空
に
浮
か
ぶ
た
び
に

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最

高
潮
に
！ 

「
ひ
ゅ
～
・
ど
～
ん
・
ぱ
ち
ぱ
ち
」
と
大
き

な
ご
う
音
と
と
も
に
高
松
港
の
夜
空
に
大

輪
の
花
火
が
打
ち
上
が
る
と
観
覧
ツ
ア
ー

参
加
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
う
わ
～
す
ご
い
、
綺

麗
や
わ
～
」
と
興
奮
し
た
声
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。 

         

「
音
楽
花
火
」
も
あ
り
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

「
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
演
出
で
、
一
段
と
大
き
く
「
ど
っ
か
ん
～
」

と
黄
金
の
閃
光
と
ご
う
音
が
高
松
の
夜
空

を
包
み
込
み
ま
し
た
。 

今
回
の
花
火
大
会
に
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
（
5

万
ト
ン

241

ｍ
）
が
寄

港
し
て
お
り
、
そ
の
豪
華
絢
爛
な
船
体
が
華

を
添
え
る
よ
う
な
演
出
で
し
た
。 

        

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
海
上
か
ら
の
花

火
観
戦
が
初
め
て
と
い
う
人
が
多
く
、
ご
う

音
と
共
に
炸
裂
す
る
大
玉
花
火
の
迫
力
に

驚
嘆
し
た
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

                 

二
宮
さ
ん
（
当
会
世
話
人
代
表
）
談 

「
今
回
も
大
勢
の
方
に
、
ご
参
加
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自
身

も
間
近
で
観
る
そ
の
迫
力
と
音
に
圧
倒
さ

れ
る
中
で
、
夢
中
で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
よ
か
っ
た

で
す
。
」 

 
 
  

  
  

 

花
火
大
会
添
乗
記 

伊
賀
昌
吾 
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地
域
活
動 

 
 

 

「
川
東
花
火
２
０
２
５
」 

さ
る
7

月
26

日
(土)

、
高
松
市
立
川
東

小
学
校
運
動
場
で
「
川
東
花
火
２
０
２
５
」

が
開
催
さ
れ
、
香
川
高
齢
協
は
「
ひ
だ
ま
り

村
」
と
し
て
約
10

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
金

魚
す
く
い
の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。 

か
つ
て
は
「
昔
な
つ
か
し
川
東
夏
ま
つ
り
」

と
し
て
地
元
民
に
親
し
ま
れ
た
お
祭
り
で
、

高
齢
協
は
毎
年
、
焼
き
そ
ば
づ
く
り
と
販
売

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
中
止
を
経

て
、
今
年
は
少
し
ス
リ
ム
化
し
て
の
再
開
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
場
で
は
子
供
た
ち
を
中

心
に
、
多
く
の
笑
顔
で
溢
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
用
意
し
た
の
は
フ
ナ
金
な
ど
約

３
０
０
匹
と
メ
ダ
カ
。
高
齢
協
ス
タ
ッ
フ
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
慎
重

か
つ
大
胆
に
金
魚
す
く
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

ダ
ン
ス
な
ど
以
前
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
っ
た
も
の

の
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
迫
力
あ
る
花
火
は
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出

に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
、
暑
い
な
か
お
疲
れ
様
で
し
た
! 
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◎草刈り、植木の剪定、剪定のお手伝い、引越し手伝い、廃材処理

◎登録して頂くと、あなたの時間、

　　できることを誰かのためのサポート側として活躍してみませんか。

◎年金プラスαの収入を得る働き方をめざします。

◎仕事の依頼もご相談下さい。 仕事おこし事業部

☎080-2990-4586（森岡）

仲間を募集しています。

地
域
活
動 

 
 

 

「
第
21
回
さ
ぬ
き
満
月
ま
つ
り
」 

 
 

前
頁
の
川
東
花
火
２
０
２
５
と
時
を
同

じ
く
し
て
、
屋
島
で
は
「
第
21

回
さ
ぬ
き
満

月
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

        

「
さ
ぬ
き
満
月
会
」
が
同
好
会
に
所
属
す

る
香
川
高
齢
協
は
、
ま
つ
り
の
協
力
団
体
と

し
て
毎
年
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
今
年
も
酷

暑
の
な
か
延
べ
20

名
近
く
が
参
加
し
、
椅

子
の
設
置
や
子
供
た
ち
が
制
作
し
た
“
世
界

で
一
枚
の
T

シ
ャ
ツ
”
の
展
示
支
援
、
ま
た

受
付
け
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
、
焼
き

そ
ば
の
販
売
を
手
伝
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

舞
台
は
子
供
た
ち
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
太

鼓
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、
我
ら
さ
ぬ

き
満
月
会
は
伝
家
の
宝
刀
『
さ
ぬ
き
満
月

踊
り
』
を
堂
々
と
披
露
。 

 

 

       
こ
の
ほ
か
『
正
調
一
合
ま
い
た
』
に
は
大

西
高
松
市
長
も
飛
び
入
り
で
参
加
し
、
し

ば
し
暑
さ
を
忘
れ
て
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

青
梅
理
事
長(

ひ
だ
ま
り
福
祉
会)

が
発

案
し
て
継
続
開
催
し
て
き
た
さ
ぬ
き
満
月

ま
つ
り
。
昨
年
の
20

回
目
を
境
に
、
運
営
は

若
手
の
西
岡
光
さ
ん
に
バ
ド
ン
タ
ッ
チ
し
ま

し
た
が
、
理
事
長
の
こ
れ
ま
で
の
熱
い
思
い

と
、
一
線
を
退
い
た
後
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

続
け
て
き
た
こ
と
が
奏
功
し
、
今
年
も
多
く

の
人
た
ち
が
屋
島
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。 

    

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
陣
頭
指
揮
し
た
伊
賀

副
理
事
長
も
「
例
年
よ
り
３
割
ほ
ど
人
出

が
増
え
た
イ
メ
ー
ジ
」
と
話
し
て
お
り
、
焼

き
そ
ば
が
早
々
に
完
売
し
た
こ
と
や
、
終
演

時
ま
で
客
席
が
満
席
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
手

応
え
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
し
た
。 

      

今
年
は
地
元
の
川
東
花
火
２
０
２
５
と

同
日
開
催
と
な
っ
た
た
め
ス
タ
ッ
フ
は
双
方

に
分
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
の

会
場
で
も
、
香
川
県
高
齢
協
の
地
域
に
対

す
る
思
い
が
お
祭
り
を
少
な
か
ら
ず
盛
り

上
げ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
一
日
で
し
た
。 

有
志
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
信
㉜ 

「
穴
場
」 

あ
る
休
日
、
し
ば
ら
く
海
を
見
て
い
な
か

っ
た
の
で
久
し
ぶ
り
に
庵
治
方
面
に
車
を
走

ら
せ
ま
し
た
。
庵
治
の
町
中
に
入
っ
た
あ
た

り
で
「
あ
じ
竜
王
山
公
園
」
と
い
う
看
板
を

見
つ
け
ま
し
た
。 

そ
う
い
え
ば
ち
ょ
っ
と
前
の
新
聞
で
公
園

の
紹
介
が
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
行

っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
松
に
は
こ
こ

20

年
く
ら
い
は
住
ん
で
い
ま
す
が
、
「
あ
じ

竜
王
山
公
園
」
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
「
最
近
整
備
さ
れ
た
公
園
な
の

か
な
ぁ･･

･

」
と
思
い
な
が
ら
割
と
狭
い
山
道

を
登
っ
て
い
く
と
突
然
視
界
が
開
け
ま
し
た
。 

      

  

  

駐
車
場
に
車
を
停
め
て
北
側
を
見
る
と

瀬
戸
内
海
の
多
島
美
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

          
直
島
、
女
木
島
、
男
木
島
、
豊
島
、
小
手
島
、

小
豆
島･

･
･

眼
下
に
は
大
島
、
そ
し
て
遠
く

に
は
う
っ
す
ら
と
瀬
戸
大
橋
も
見
え
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。 

で
も
ま
だ
駐
車
場
、
公
園
に
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

少
し
、
丘
を
登
る
よ
う
に
公
園
を
歩
い
て

い
く
と
綺
麗
に
整
備
さ
れ
た
芝
生
広
場
に

ご
当
地
名
物
「
庵
治
石
」
で
作
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

     

  

         

更
に
歩
い
て
行
く
と
金
属
で
で
き
た
ユ
ニ

ー
ク
な
橋
が
あ
り
ま
し
た
。W

a
tc

h
T

o
w

e
r

（
見
晴
塔
）
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
何
気
な

く
登
っ
て
あ
た
り
を
見
回
す
と
思
わ
ず
息

を
飲
み
ま
し
た
。 

360

度
の
絶
景
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

南
側
以
外
は
ぐ
る
り
と
見
渡
せ
ま
す
。 

 

            

さ
っ
き
の
駐
車
場
か
ら
の
景
色
に
加
え
て

眼
下
に
は
志
度
湾
と
志
度
の
街
並
み
、
大
串

半
島
、
遠
く
に
は
淡
路
島
も
見
え
ま
す
。
北

側
に
は
は
る
か
彼
方
に
岡
山
の
街
と
山
々

が･
･･ 

唯
一
開
け
て
い
な
い
南
側
に
は
荘
厳
な

五
剣
山
の
姿
が･

･
･ 

 

            

庵
治
竜
王
山
公
園･

･
･

近
場
な
の
に
素

晴
ら
し
い
！ 

是
非
一
度
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。 

よ
い
休
日
で
し
た
。 

 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク  

宮
川 

芳
幸 
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病
気
見
舞
い 

病
気
見
舞
い
に
行
く
べ
き
か
ど
う
か
、
友

人
や
知
人
が
入
院
す
る
と
私
は
い
つ
も
迷
う
。

萎(

し
お)

れ
た
花
の
よ
う
に
元
気
を
な
く
し

た
姿
な
ど
見
た
く
な
い
か
ら
だ
。
と
い
う
よ

り
、
相
手
も
そ
ん
な
惨
め
な
姿
は
誰
に
も
見

ら
れ
た
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

学
生
時
代
の
こ
と
、
私
は
部
活
の
激
し
い

運
動
で
い
つ
も
手
足
を
傷
だ
ら
け
に
し
て
い

た
が
、
あ
る
と
き
傷
口
か
ら
ば
い
菌
が
入
っ

て
急
性
腎
炎
を
起
こ
し
、
入
院
生
活
を
送
る

羽
目
に
な
っ
た
。
突
然
訪
れ
た
予
期
せ
ぬ
出

来
事
に
、
失
望
と
焦
り
が
交
錯
し
、
ど
う
に
も

な
ら
な
い
暗
い
気
持
ち
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
級
友
二
人
が
突
然
見
舞

い
に
来
た
。
明
日
が
見
え
な
い
ど
ん
底
の

日
々
を
送
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
元
気

な
彼
ら
の
見
舞
い
は
迷
惑
そ
の
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
。 

そ
の
少
し
前
の
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
、
幼
い

頃
か
ら
病
弱
だ
っ
た
兄
か
ら
、「
母
さ
ん
は
い

つ
も
元
気
で
い
い
な
ぁ
」
と
羨
ま
し
気
に
言

わ
れ
た
母
は
、
そ
の
時
ほ
ど
つ
ら
い
思
い
を

し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
と
、
後
に
私
に
告
げ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
兄
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、「
や
っ
と
楽
に
な
っ
た
ね
。
今
度
は
元

気
に
な
っ
て
生
ま
れ
て
来
る
ん
だ
よ
」
、
背
中

を
丸
め
、
い
つ
ま
で
も
兄
の
手
を
握
っ
て
泣

い
て
い
た
母
の
姿
が
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

代
わ
っ
て
や
り
た
い
と
い
う
親
の
思
い
も
、

こ
れ
だ
け
は
叶
わ
な
か
っ
た
。 

そ
し
て
そ
の
母
を
次
に
泣
か
せ
た
の
が
腎

臓
病
で
入
院
し
た
私
だ
っ
た
の
だ
。
あ
る
日

病
院
の
看
護
婦
さ
ん
の
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
、

私
の
好
物
の
巻
き
寿
司
を
持
っ
て
来
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
腎
炎
に
効
く

薬
な
ど
な
く
、
病
院
の
治
療
は
塩
分
を
控
え

た
食
事
と
安
静
を
保
つ
だ
け
で
、
食
事
と
い

え
ば
毎
日
、
酸
味
だ
け
の
味
気
な
い
も
の
ば

か
り
で
、
食
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

今
で
も
同
じ
よ
う
な
お
か
ず
が
今
い
る
ホ
ー

ム
で
出
さ
れ
る
と
全
く
箸
が
向
か
な
い
。
尿

が
出
な
い
か
ら
身
体
は
日
ご
と
に
浮
腫(

む

く)

ん
で
い
き
、
そ
れ
が
怖
く
て
私
は
水
分
と

塩
分
は
口
に
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ

ん
な
時
の
巻
き
寿
司
の
差
し
入
れ
だ
っ
た
も

の
だ
か
ら
恨
み
ご
と
ば
か
り
を
言
っ
た
が
、

母
は
私
の
目
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
涙
を
流
し

た
。
最
後
は
母
の
情
に
負
け
て
口
に
す
る
の

だ
が
、
そ
の
と
き
の
巻
き
寿
司
の
美
味
し
さ

は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

入
院
し
て
一
年
ほ
ど
が
過
ぎ
た
頃
、
一
向

に
回
復
の
兆
し
が
な
い
私
の
病
状
に
、
業
を

煮
や
し
た
父
が
、
担
当
医
と
大
喧
嘩
を
し
た

た
め
、
私
は
強
制
退
院
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
だ
が
、
家
で
養
生
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、

隣
町
の
小
さ
な
病
院
に
再
び
入
院
し
た
。
と

こ
ろ
が
幸
運
な
こ
と
に
こ
の
病
院
が
私
に
奇

跡
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。 

人
生
と
い
う
も
の
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
転
機

が
巡
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
。
私

の
場
合
、
ま
だ
若
さ
も
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
そ
の
時
に
開
発
さ
れ

た
新
薬(

プ
レ
ド
ニ
ン)

に
よ
っ
て
命
が
救
わ

れ
た
。
ひ
と
晩
で
バ
ケ
ツ
一
杯
の
尿
が
出
る

と
、
浮
腫(

む
く)

ん
で
い
た
大
き
な
身
体
は
棒

の
よ
う
に
細
く
な
り
、
日
を
追
う
ご
と
に
体

力
が
ど
ん
ど
ん
蘇(

よ
み
が
え)

っ
て
き
た
。
さ

て
、
今
で
は
父
や
母
よ
り
長
生
き
し
て
い
る

私
だ
が
、
病
気
見
舞
い
、
し
た
り
さ
れ
た
り
す

る
日
が
な
い
よ
う
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 
 

 

村
祭
り 

一 

村
の
鎮
守(

ち
ん
じ
ゅ)

の 

神
さ
ま
の 

今
日
は
め
で
た
い 

お
ま
つ
り
日 

ド
ン
ド
ン 

ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ド
ン 

ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

朝
か
ら
聞
こ
え
る 

笛
太
鼓 

二 

年
も
豊
年 

万
作
で 

村
は
総
出
の 

大
ま
つ
り 

ド
ン
ド
ン 

ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ド
ン 

ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

夜
ま
で
に
ぎ
わ
う 

宮
の
森 

三 

実
り
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2025 年 9～10 月 行事案内 

ひだまり倶楽部「秋の法要」 

■日 時 9月 23日(火)秋分の日 10時～  ■場 所 圓通寺(高松市西ハゼ町) 

■内 容 9時 30分より周辺の草抜き・清掃 10時～野田住職による法要 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部）    ♠西讃地域センター 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347              ♣琴平・ダンス十八番（13時～17時）毎月第２第 4日曜日 

・毎週土曜日と月 1 回は水曜日                     ダンスパーティー(9/28、10/12・26、11/9・23、12/14・28) 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(13 時 30 分～16 時 30 分    ☎日野 090-3188-1672 

  ・毎週日曜日 木太コミュニティセンター              ♣歌声「さつき」（13 時 30 分～15 時 30 分） 

☎小西 090-1003-8568                            ・月 2 回(10/9・23、11/6・27、12/25)12/11 は懇親会 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297          宇多津町保健センター(町役場隣)4 階 

♠ボウリング同好会☎木村 090-4501-3423              ☎奥山 090-2825-8849 

♠ダンスを楽しむ会                         

・毎週金曜日（13 時～15 時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423                             

♠麻雀を楽しむ会☎河井 090-2787-9963 

・毎週月・木曜日（11 時 30 分～15 時） 

♠詰田川自然農園☎新名 090-1001-1571 

♠グルメと散策を楽しむ会☎二宮 090-4974-8457 

♠さぬき満月会☎岡野 090-5273-1931 

                  

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 

 

▼酷暑だった今夏を象徴する事象のひとつに、甲子園を舞台とした夏の高校野球のナイター開催が挙げられる

のではないでしょうか。賛否両論あると思いますが、長い歴史を有する同大会で、選手や観客の熱中症予防とい

う観点から新しい試みを採り入れたことは、私個人としては大いに評価に値すると思います。 文化や慣習を継

承することも大切ですが、一方で時代背景に即して柔軟に対応できる決断力も同じくらい大切なように思います。

▼ある大物ロック歌手が尊敬する先輩シンガーの訃報に触れ、「あなたが生きていたということに比べたら、あ

なたが死んだことなどちっぽけなこと」とコメントしたという記事を見ました。少々荒っぽい言い方ではありま

すが、含蓄ある言葉であり腑に落ちてグッときます。生まれた瞬間から死に向かう私たち生物はとかく死を負の

ゴールに捉えがちですが、死は単に生の延長線上に過ぎないと考えれば、自分や周囲との向き合い方、物事との

対峙、自らの立ち位置など新たな価値観が見えてきそうな気がします。▼1 頁と 4 頁で掲載した支援協会の森澤

さんは、飾らない素朴な人柄で音楽を心から愛する好々爺です。中学からトランペットを吹き続け、バンドのリ

ーダーとして施設慰問や定期的な演奏会を企画。趣味と仕事を両立する姿はまさに理想像であり、趣味や生きが

いを持つことの大切さを語らずとも伝えてくれているようです。香川ひだまりでの演奏会では、楽器クイズや CM

ソング当ても行うなど、音楽家としての素養だけでなく、エンターテイナーの一面も披露してくれました。(SH) 


